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日　時 ６月12日（日）13：30～17：00
場　所 水戸京成ホテル（水戸市）
内　容 講演：働く仲間との交流から見えること
 講師：古渡秀和（元県本部書記長）
 自治労共済制度について
 職場報告・交流

青年女性県内職場交流集会

推
薦
を
決
定
し
、
取
り
組
み

を
進
め
て
き
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
茨
城
選
挙
区
の
候
補

者
に
つ
い
て
は
、
連
合
茨
城

と
協
力
政
党
で
あ
る
立
憲
民

堂
込
ま
き
こ
さ
ん
の
推
薦
決
定

鬼
木
ま
こ
と
候
補
と
と
も
に
支
援
を

ん
の
推
薦
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
参
議
院
選
挙
の
取
り
組
み

で
は
、
県
本
部
は
全
国
比
例

代
表
に
自
治
労
組
織
内
候
補

予
定
者
「
鬼
木
ま
こ
と
」
の

　
県
本
部
は
５
月
　
日
の
第

23

９
回
執
行
委
員
会
で
、
第
　26

回
参
議
院
議
員
選
挙
茨
城
県

選
挙
区
に
つ
い
て
、
連
合
茨

城
推
薦
「
堂
込
ま
き
こ
」
さ

職
場
か
ら
要
求
を
つ
く
ろ
う

ブ
ロ
ッ
ク
活
動
者
学
校
に
１
０
５
人
参
加
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第
１
回
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
者

学
校
が
、
５
月
　
日
に
県

11

北
・
水
郡
・
水
戸
・
県
職
ブ

第26回参院選

選挙区

比例代表

主
党
・
国
民
民
主
党
と
の
調

整
を
ふ
ま
え
判
断
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
間
、
連
合
茨
城
は
、
組

織
内
郡
司
あ
き
ら
参
議
院
議

員
の
勇
退
を
受
け
、
組
織
内

か
ら
の
擁
立
を
進
め
、
立
憲

民
主
・
国
民
民
主
両
党
と
の

協
議
の
結
果
、
３
者
に
よ
る

統
一
候
補
者「
堂
込
ま
き
こ
」

さ
ん
の
擁
立
決
定
に
至
り
ま

し
た
。
県
本
部
も
こ
れ
を
受

け
、「
堂
込
ま
き
こ
」さ
ん
の
推

薦
決
定
と
な
り
ま
し
た
。

　
７
月
　
日
に
想
定
さ
れ
る
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参
議
院
選
挙
は
厳
し
い
情
勢

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
全
国

比
例
代
表
「
鬼
木
ま
こ
と
」

の
取
り
組
み
と
合
わ
せ
、
茨

城
選
挙
区
「
堂
込
ま
き
こ
」

さ
ん
の
支
持
拡
大
に
む
け
、

さ
ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

ロ
ッ
ク
、　
日
に
鹿
行
・
県

17

南
・
土
浦
ブ
ロ
ッ
ク
を
対
象

に
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
会
場

を
設
け
、
ウ
ェ
ブ
を
併
用
し

て
開
か
れ
ま
し
た
。

　
第
１
回
目
は
、
県
本
部
の

千
歳
委
員
長
が
講
師
と
な

り
、「
私
た
ち
の
課
題
と
要

求
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
し
ま
し
た
。

　
千
歳
委
員
長
は
、
職
場
の

課
題
を
着
実
に
解
決
し
て
い

く
た
め
に
は
、
単
組
で
「
要

求
―
交
渉
―
妥
結
―
書
面

化
」
の
サ
イ
ク
ル
を
確
立
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ

の
一
歩
目
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
か
ら
組
合
員
の
不
安
や

不
満
の
声
を
把
握
し
、
職
場

か
ら
要
求
を
つ
く
っ
て
い
く

と
同
時
に
、
定
期
的
な
執
行

委
員
会
の
開
催
も
重
要
で
あ

る
と
提
起
。

　
ま
た
、
今
後
の
課
題
と
し

て
、
確
定
期
に
む
け
た
全
単

組
で
の
要
求
書
作
成
や
定
年

引
上
げ
に
関
す
る
当
局
と
の

協
議
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら

職
場
の
山
積
す
る
課
題
に
、

組
合
員
、
単
組
、
ブ
ロ
ッ
ク
、

県
本
部
が
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
こ
う
と
訴
え
ま
し

た
。
　
毎
年
、
数
回
の
シ
リ
ー
ズ

で
開
催
さ
れ
る
ブ
ロ
ッ
ク
活

動
者
学
校
は
、
組
合
活
動
の

基
礎
や
労
働
安
全
衛
生
な
ど

の
講
座
を
設
け
、
今
年
度
は

全
３
回
開
か
れ
る
予
定
で

す
。
第
１
回
目
は
、
２
日
間

で
延
べ
　
単
組
１
０
５
人
が

29

参
加
し
ま
し
た
。

　
次
回
は
、
県
北
・
水
郡
・

水
戸
ブ
ロ
ッ
ク
が
６
月
７

日
、
鹿
行
・
県
南
・
土
浦
ブ

ロ
ッ
ク
が
６
月
９
日
に
、

「
助
け
合
い
・
支
え
合
い
―
じ

ち
ろ
う
の
共
済
」
を
テ
ー
マ

に
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
組

合
員
の
み
な
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

堂込まきこ政策の３つの柱
１． 誰もが笑顔で安心して
 働き続けることができる社会にします！
２． 誰もが安全・安心と思える暮らしを実現し
 笑顔あふれる茨城にします！
３． 茨城の魅力を日本に・世界に発信し
 笑顔を届けます！

第26回参議院選挙 茨城県選挙区候補予定者

 堂  込 まきこ
どう ごみ

1975年 阿見町生まれ　46歳
1998年 ジャスコ株式会社（現イオンリテール株式会社）入社
2007年 イオンリテール労働組合にて活動を始める
2012年 イオンリテールワーカーズユニオン 中央執行委員
 海外グループ、本部専門局スタッフ、地域議長
現在 連合茨城 執行委員・女性委員会委員
 UAゼンセン茨城県支部 運営評議員
 イオンリテールワーカーズユニオン 中央執行副委員長

プロフィール

県本部保育集会
６月11日（土）13：00～16：30

水戸市　自治労会館　WEBによる参加も可能です
　保育職場で働く方を対象に「保育集会」を開催します。
　新型コロナウイルス感染症の影響で３年ぶりの集会開催
となりますが、昨年は保育職場を対象としたアンケートを
行い、13単組501人の組合員から回答をいただきました。
　アンケート結果からは、慢性的な人員不足や持ち帰り残
業の恒常化などどの保育職場でも共通する課題と、単組ご
とに違う課題があることが明らかになりました。
　今回の「保育集会」は、意見交換により職場のさまざまな
課題と解決策を見つけ、職場に持ち帰り働く仲間と共有していただき、ま
た、社会福祉評議会としても今後の活動に反映できる集会にしていきたい
と思います。
　ぜひ、多数の参加をお待ちしています。

人
勧
期
に
む
け
取
り
組
み
強
化

退
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し
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県
本
部
は
５
月
　
日
、
単

23

組
代
表
者
会
議
を
開
き
「
自

治
労
第
１
６
２
回
中
央
委
員

会
」
に
臨
む
県
本
部
の
態
度

と
、
当
面
す
る
課
題
に
つ
い

て
討
議
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
、
生
井
澤
書
記

長
か
ら
２
０
２
２
春
闘
報
告

が
あ
り
、
要
求
書
提
出
は
　18

単
組
。
連
合
の
春
闘
回
答
集

計
結
果
は「
賃
上
げ
の
流
れ
」

が
引
き
継
が
れ
る
状
況
で
あ

り
、
民
間
賃
金
引
上
げ
を

し
っ
か
り
と
人
勧
期
闘
争
に

結
び
つ
け
る
こ
と
。
ま
た
、

昨
年
　
月
一
時
金
の
６
月
減

12

額
調
整
対
象
者
範
囲
の
再
確

認
と
、
新
規
採
用
者
組
織
率

は
、
現
在
　
・
９
％
と
の
結

67

果
か
ら
、
引
き
続
き
加
入
拡

大
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し

た
。
　
ま
た
、
今
年
見
直
し
が
予

定
さ
れ
て
い
た
退
職
手
当

は
、
公
務
労
協
の
交
渉
に
お

い
て
、
民
間
調
査
結
果
で
は

公
務
が
民
間
を
０
・
　
％（
１

06

万
５
千
円
）上
回
る
も
の
の
、

改
定
は
必
要
な
い
と
の
回
答

結
果
が
出
さ
れ
た
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
協
議
事
項
で
は
、
中
央
委

員
会
議
案
に
対
す
る
県
本
部

方
針
、
花
島
副
委
員
長
か
ら

「
改
正
団
体
生
命
共
済
」推
進

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
、
最

後
に
、
参
議
院
選
茨
城
選
挙

区
の
「
堂
込
ま
き
こ
」
さ
ん

の
推
薦
決
定
と
鬼
木
ま
こ
と

へ
の
再
周
知
が
提
案
さ
れ
、

す
べ
て
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

単組代表者会議にかけつけた堂込候補（右）と千歳委員長

単組代表者会議
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